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おおたこうれん
No.404　令和 6年9月30 日

おおたこうれん

おおた少年少女発明クラブへの協賛金（寄付金）ご協力のお願い!
大田区内の子どもたちに技術や科学に対する興味、関心を喚起する場を提供し、大田区が誇るものづくりの楽しさを体験することによって、創造性
豊かな人材育成を進めることを目的に、「おおた少年少女発明クラブ」を運営しています。そのため、クラブでは、区内企業様にものづくりの未来
を担う子どもたちの活動へのご支援をお願いしています。寄付金は所得税法上の寄付金控除、または法人税上の損金算入額の特例が受けられます。

区内在住・在学の小学４～６年生

ものづくりの楽しさを体験学習させる機会を継続的に提供し、技術や科学
に対する興味・関心の喚起、子どもの創造性を伸ばすことで、将来の大田
区のものづくりを支える人材育成に寄与することを目的としています。年
間20回程、土曜日の午後に活動を行い、工場見学なども行います。

対 　 　 象

活 動 期 間

内 　 　 容©大田区

毎年4月～翌年3月    ※募集は毎年3月初旬予定

お問い合わせ
申し込み

公益財団法人大田区産業振興協会（産業者支援部  産業人財係）
TEL 03-3733-6109   FAX 03-3733-6459  受付時間 9：00 ～ 12 : 00 / 13：00 ～ 17 : 00   月曜日～金曜日（休祝日・年末年始を除く）

〒144-0035　東京都大田区南蒲田1丁目20-20　大田区産業プラザ

「おおた少年少女発明クラブ」事業概要

8月22日に開催した全国少年少女チャレンジ創造コンテスト大田地区大会

　
大
田
工
業
連
合
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
と
六

郷
工
科
高
等
学
校
（
大
田
区
、
大
田
区
産
業
振

興
協
会
共
催
）
は
９
月
９
日
、
大
田
区
産
業
プ

ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
４
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
、

「
マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｏ
Ｔ
Ａ
２
０
２
４
」

を
開
い
た
。
大
田
工
連
青
年
部
の
会
員
企
業
が

展
示
を
行
い
、
六
郷
工
科
高
等
学
校
の
生
徒
た

ち
を
招
く
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
。
両
者
の
交

流
に
よ
り
、
学
生
の
学
び
や
地
元
で
の
就
職
を

目
指
す
催
し
だ
。
開
催
に
あ
た
り
六
郷
工
科
高

等
学
校
の
釼
持
利
治
統
括
校
長
は
「
大
田
区
に

は
世
界
的
に
有
名
な
技
術
力
の
あ
る
中
小
企
業

が
多
く
立
地
し
て
い
る
。
将
来
の
就
職
を
見
据

え
、
ど
ん
な
会
社
に
入
り
た
い
か
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
欲
し
い
」
と
生
徒
た
ち
に
語
り
か

け
た
。
青
年
部
の
奥
山
隆
行
委
員
長
（
日
新
電

気（
株
）社
長
）
は
「
大
田
工
連
青
年
部
の
選
り

す
ぐ
り
の
会
社
18
社
が
集
合
し
ま
し
た
。
経
営

者
の
生
の
声
を
聞
き
、
も
の
づ
く
り
の
ワ
ク
ワ

ク
感
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
」
と
笑
顔
で
挨
拶
し

た
。

　
出
展
し
た
の
は
、(

株)

伊
和
起
ゲ
ー
ジ
、(

有)

内
山
研
磨
工
業
所
、大
森
精
密
工
業(

株)

、(

株)

菊
和
製
作
所
、(

株)

三
陽
機
械
製
作
所
、
城
南

工
業(

株)

、(

株)

志
村
精
機
製
作
所
、
太
産

工
業(
株) 

、(

株)

泰
信
製
作
所
、
大
成
工
業

(

株)
、
ト
キ
ワ
精
機(

株)

、
新
妻
精
機(

株)

、

日
新
電
気
、(
株)

マ
ッ
ク
ス
、(

株)

松
尾
工

業
所
、(

有)
安
久
工
機
、(

有)

柳
井
熔
接
工

業
所
、(

株)

渡
辺
精
機
の
18
社
。

　
高
校
生
た
ち
は
各
社
の
ブ
ー
ス
を
回
り
、
説

明
を
聞
き
終
わ
る
と
御
朱
印
な
ら
ぬ
「
御
社
印
」

を
押
し
て
も
ら
う
仕
組
み
だ
。

　
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
る
と
、
高
校
生
た
ち
は
各

社
の
ブ
ー
ス
に
殺
到
し
た
。
高
校
生
を
誘
導
・

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
工
連
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
た
が
、

ほ
と
ん
ど
手
を
差
し
伸
べ
る
必
要
が
な
い
ほ
ど
、

高
校
生
た
ち
は
自
主
的・積
極
的
に
各
社
の
ブ
ー

ス
を
訪
問
し
た
。

　
伊
和
起
ゲ
ー
ジ
は
、
自
社
製
品
の
ボ
ー
ル
ね

じ
を
展
示
。
説
明
員
の
広
瀬
大
志
さ
ん
は
「
ね

じ
を
研
磨
す
る
こ
と
で
な
め
ら
か
に
動
き
ま
す
。

身
の
回
り
に
あ
る
も
の
で
は
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア

な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
解
説
。
高
校

生
た
ち
は
ボ
ー
ル
ね
じ
を
触
っ
て
、
そ
の
滑
ら

か
な
駆
動
を
体
験
す
る
と
、「
え
ぐ
っ
！
」「
マ

ジ
か
！
」
と
驚
嘆
の
声
を
上
げ
た
。

　
渡
辺
精
機
で
は
試
作
の
サ
ン
プ
ル
を
展
示
。

鎖
状
の
部
品
を
削
り
出
し
で
加
工
し
た
と
説
明

す
る
と
、
高
校
生
は
「
こ
れ
を
旋
盤
で
削
り
出

し
て
い
る
の
で
す
か
！
」と
興
奮
し
た
様
子
だ
っ

た
。

　
城
南
工
業
営
業
部
の
瀧
原
慧
さ
ん
は
ブ
ー
ス

を
訪
れ
る
生
徒
た
ち
に
つ
い
て
「
広
い
間
口
で

興
味
を
持
っ
て
く
れ
て
、
質
問
が
鋭
い
子
も
多

か
っ
た
」
と
語
る
。
大
森
精
密
工
業
の
土
方
徹

之
助
社
長
は
「
本
イ
ベ
ン
ト
を
き
っ
か
け
に
製

造
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
感
想

を
述
べ
た

　
六
郷
工
科
高
等
学
校
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
女

子
生
徒
は
、「
内
山
研
磨
工
業
所
の
技
術
が
す
ご

か
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
に
も
応
用
が
き
き
そ
う
」

と
語
っ
た
。
同
じ
く
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
男
子

生
徒
は
「
安
久
工
機
の
展
示
が
見
栄
え
が
良
く

引
き
つ
け
ら
れ
た
。
お
話
も
面
白
か
っ
た
」
と

述
べ
た
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
工
学
科
の
女
子
生
徒
は

旋
盤
好
き
ら
し
く
「
大
成
工
業
の
千
葉
三
喜
社

長
が
旋
盤
に
も
の
凄
く
詳
し
く
、
技
術
に
つ
い

て
も
教
え
て
く
れ
た
。
学
校
の
勉
強
に
活
か
し
、

旋
盤
３
級
技
能
士
取
得
に
向
け
て
頑
張
り
た
い
」

と
熱
く
語
っ
て
い
た
。

町工場の技術に興味津々な高校生たち

会場風景

高
校
生
、町
工
場
と
出
会
う

マ
ッ
チ
ン
グ
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ｏ
Ｔ
Ａ
２
０
２
４奥山委員長 釼持校長
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業
務
用
パ
ソ
コ
ン
で
ウ
イ
ン
ド
ウ

ズ
を
使
っ
て
い
る
方
が
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
ど
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
使
っ

て
い
る
か
把
握
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
？　
現
在
、
最
も
普
及
し
て
い
る

の
は
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
で
約
60
％
を

占
め
ま
す
。
次
点
が
、
現
在
最
新
で
あ

る
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
11
で
約
40
％
で
す
。

こ
の
2
種
類
の
う
ち
、
最
も
普
及
し
て

い
る
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
が
約
１
年
後

の
２
０
２
５
年
10
月
14
日
に
サ
ポ
ー

ト
終
了
と
な
り
ま
す
。

　
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
で
は
、
月
次
で
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
更
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
サ
ポ
ー
ト
期

間
が
終
了
す
る
と
提
供
が
な
く
な
り

ま
す
。
更
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
不
具
合
解
消
や
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
向
上
、
新
機
能
の
追
加
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
が
な
く
な
る

と
、
新
し
い
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
処
で

き
な
く
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

リ
ス
ク
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
パ
ソ
コ
ン
上
で
利
用
し
て
い
る
ア

プ
リ
な
ど
も
サ
ポ
ー
ト
終
了
し
た
ウ

イ
ン
ド
ウ
ズ
へ
の
対
応
を
打
ち
切
る

こ
と
が
多
く
、
利
用
で
き
る
ア
プ
リ
が

限
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
サ

ポ
ー
ト
が
終
了
し
た
パ
ソ

コ
ン
は
、
安
全
性
や
利
便

性
に
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

　
安
全
で
便
利
な
パ
ソ
コ

ン
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
11
へ

の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
を
お

勧
め
し
ま
す
。
ウ
イ
ン
ド

ウ
ズ
10
の
サ
ポ
ー
ト
終
了

ま
で
に
は
１
年
程
度
猶
予

が
あ
る
た
め
、
そ
の
間
に

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
11
に
ア
ッ

プ
グ
レ
ー
ド
し
ま
し
ょ
う
。

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
は
無
料

で
行
え
る
の
で
、
ご
利
用

中
の
パ
ソ
コ
ン
の
ス
ペ
ッ

ク
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、

基
本
的
に
は
デ
ー
タ
や
ア

プ
リ
も
そ
の
ま
ま
引
き
継

い
で
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
11
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
が
古
い
場
合
は
、

こ
の
機
会
に
新
し
く
ウ
イ

ン
ド
ウ
ズ
11
パ
ソ
コ
ン
へ

の
買
い
替
え
を
お
勧
め
し

ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
期
限
が
迫
る
と
在
庫

が
不
足
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
早
め

の
買
い
替
え
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
業
務
シ
ス
テ
ム
が
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

11
に
対
応
し
て
い
な
い
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
理
由
で
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
の

利
用
を
継
続
す
る
場
合
、
サ
ポ
ー
ト
終

了
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
近
年
の

サ
イ
バ
ー
攻
撃
は
、
自
社
だ
け
で
な
く

取
引
先
に
も
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が

多
い
た
め
、
最
低
限
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
は
マ
ナ
ー
と
考
え
て
、
Ｉ
Ｔ
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

 【
当
会
会
員
企
業
に
お
け
る

サ
イ
バ
ー
攻
撃
状
況
】

 
大
田
工
業
連
合
会
の
会
員
企
業
約
30

社
で
利
用
し
て
い
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
の
検
知
状
況
を
報
告
し
ま

す
。
２
０
２
４
年
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
件

数
は
、
毎
月
平
均
５
５
０
０
回
と
な
っ

て
お
り
、
２
０
２
３
年
の
８
６
０
０
回

と
比
べ
る
と
、
か
な
り
落
ち
着
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
社
会
的
に
は
、
５
月
の

岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー
で
起

き
た
患
者
４
万
人
分
の
個
人
情
報
漏

洩
や
、
6
月
の
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
に

お
け
る
大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
停
止
な

ど
、
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
サ
イ

バ
ー
攻
撃
被
害
が
複
数
発
生
し
て
い

ま
す
。
会
員
企
業
の
皆
様
も
サ
イ
バ
ー

攻
撃
は
、
自
社
や
取
引
先
に
致
命
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
リ
ス
ク

と
し
て
認
識
い
た
だ
き
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ラ
ム

〈〈〈〈 
迫
る 

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
の
サ
ポ
ー
ト
終
了 

〉〉〉〉
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大
田
工
業
連
合
会
と
大
田
区
は
、
小

学
生
親
子
に
よ
る
工
場
見
学
・
も
の
づ

く
り
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
産
業
の
ま
ち
発

見
隊
」
を
開
催
し
た
。
大
田
区
内
に
在

住
か
通
学
す
る
小
学
４
年
生
か
ら
６
年

生
の
子
供
と
保
護
者
が
大
型
バ
ス
に
乗

り
、
午
前
は
中
小
製
造
業
の
工
場
を
見

学
、
午
後
は
工
作
体
験
を
す
る
イ
ベ
ン

ト
だ
。
７
月
26
日
の
第
１
回
は
23
組
46

人
、
８
月
20
日
の
第
２
回
は
21
組
42
人

の
親
子
が
参
加
。普
段
は
見
ら
れ
な
い
、

大
田
区
の
も
の
づ
く
り
、
そ
の
技
と
魅

力
を
「
発
見
」
し
た
。

 　
7
月
26
日
の
発
見
隊
は
、
午
前
中
に

(

株)
畠
山
鐵
工
所
を
訪
問
し
た
。
同

社
は
船
舶
な
ど
に
使
わ
れ
る
、
大
型
鉄

鋼
部
品
の
鍛
造
メ
ー
カ
ー
。
真
っ
赤
に

熱
さ
れ
た
鉄
塊
を
７
５
０
ト
ン
か
ら

２
０
０
０
ト
ン
と
い
う
巨
大
な
プ
レ
ス

機
で
加
工
す
る
現
場
は
、
熱
気
が
立

ち
こ
め
る
。
子
供
た
ち
は
汗
を
流
し
な

が
ら
製
造
工
程
を
見
学
。
保
護
者
た
ち

は
真
っ
赤
に
焼
け
た
鉄
塊
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
。

　
同
社
の
畠
山
和
也
社
長
は
、
子
供
た

ち
に
自
社
の
事
業
を
説
明
。「
鉄
の
形

を
変
え
る
だ
け
で
な
く
、
叩
く
こ
と
で

硬
度
も
変
化
し
ま
す
。
鉄
を
鍛
え
る
の

で
『
鍛
造
』
と
呼
ば
れ
ま
す
」「
短
い

時
間
で
製
品
を
納
め
ら
れ
る
よ
う
、
材

料
は
少
な
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
発
注

し
、
常
に
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
冷

蔵
庫
の
中
身
が
少
な
く
な
っ
た
ら
、
野

菜
を
買
い
足
し
て
お
く
よ
う
に
」
と
分

か
り
や
す
く
語
っ
た
。

　
工
場
見
学
を
終
え
た
子
供
た
ち
は

「
サ
ウ
ナ
み
た
い
だ
っ
た
」「
外
の
方
が

涼
し
い
」
と
口
々
に
語
る
。
小
学
６
年

生
の
見
学
者
は
「
い
つ
も
は
見
ら
れ
な

い
工
場
の
中
が
見
え
て
面
白
か
っ
た
」

と
感
想
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
バ
ス
で
東
京
都
立
城
南
職

業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
大
田
校
に
移

動
。
同
校
の
教
育
設
備
で
あ
る
工
作
機

械
を
使
い
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
ー
プ

カ
ッ
タ
ー
作
り
に
取
り
組
ん
だ
。

 　
８
月
20
日
の
第
２
回
で
は
、
ね
じ

メ
ー
カ
ー
の
（
株
）
桂
川
精
螺
製
作
所

を
訪
問
し
た
。
子
供
た
ち
は
普
段
目
に

す
る
こ
と
の
な
い
ね
じ
の
製
造
工
程
を

興
味
深
く
見
学
、
そ
の
後
は
手
動
の
加

工
機
を
使
い
ね
じ
の
製
造
体
験
を
行
っ

た
。
ね
じ
は
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
加
工
し
、

子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
世
界
で
ひ
と
つ

だ
け
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
成
。
小
学

５
年
生
の
高
田
蒼
己
さ
ん
は
「
ね
じ
の

製
造
工
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し

か
っ
た
。
ス
ト
ラ
ッ
プ
は
ラ
ン
ド
セ
ル

に
付
け
た
い
」と
嬉
し
そ
う
に
話
し
た
。

　
同
じ
場
所
で
、
同
社
が
パ
ー
ト
ナ
ー

契
約
を
結
ぶ
宇
宙
ベ
ン
チ
ャ
ー
「（
株
）

ダ
イ
モ
ン
」
も
展
示
を
行
っ
た
。
子
供

た
ち
は
小
型
月
面
探
査
車
「
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ

Ｉ
」
の
操
縦
に
挑
戦
し
た
ほ
か
、
月
と

同
じ
重
力
環
境
下
を
再
現
す
る
Ｙ
Ａ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
の
駆
動
実
験
を
見
守
っ
た
。
月
の

重
力
は
地
球
の
六
分
の
一
。
そ
の
環
境

を
再
現
す
る
た
め
、
高
所
か
ら
箱
を
落

と
し
、
そ
の
中
で
Y
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
が
駆
動

し
て
い
る
か
確
か
め
る
実
験
だ
。
猛
ス

ピ
ー
ド
で
落
下
す
る
箱
の
中
の
動
き
を

肉
眼
で
確
認
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
箱

の
内
部
を
撮
影
し
た
動
画
で
は
Ｙ
Ａ
Ｏ

Ｋ
Ｉ
が
駆
動
し
て
お
り
、
子
供
た
ち
は

感
嘆
の
声
を
上
げ
た
。

　　
午
後
は
日
本
工
学
院
専
門
学
校
蒲
田

校
に
移
動
し
、「
バ
ー
サ
ラ
イ
タ
」
を

制
作
し
た
。
バ
ー
サ
ラ
イ
タ
は
列
に
並

ん
だ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
左
右
に
高
速
で
動
か

し
、
残
像
で
好
き
な
文
字
や
絵
を
表
示

す
る
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
。
子
供
た
ち
は
、

同
校
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が

ら
、
ハ
ン
ダ
ご
て
を
使
っ
て
電
子
回
路

を
制
作
し
、
表
示
す
る
文
字
を
パ
ソ
コ

ン
で
入
力
。
バ
ー
サ
ラ
イ
タ
を
完
成
さ

せ
た
親
子
は
、
文
字
や
イ
ラ
ス
ト
が
き

ち
ん
と
表
示
さ
れ
て
い
る
か
、
確
認
し

合
っ
て
い
た
。

　
8
月
20
日
の
発
見
隊
に
参
加
し
た
村

木
友
翔
さ
ん
は
、
約
10
年
前
に
お
兄
さ

ん
も
発
見
隊
に
参
加
し
て
い
た
。「（
お

兄
さ
ん
は
）
発
見
隊
で
も
の
づ
く
り
に

興
味
を
持
ち
、
今
は
高
専
で
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
勉
強
し
て
い
ま
す
」
と
、
村

木
さ
ん
の
お
母
さ
ん
は
語
る
。
大
手
企

業
に
就
職
も
決
ま
っ
た
そ
う
だ
。
産
業

の
ま
ち
発
見
隊
を
き
っ
か
け
に
新
た
な

エ
ン
ジ
ニ
ア
が
生
ま
れ
た
な
ら
主
催
者

と
し
て
こ
れ
ほ
ど
喜
ば
し
い
こ
と
は
な

い
。
村
木
さ
ん
親
子
は
「
と
て
も
良
い

イ
ベ
ン
ト
な
の
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
」

と
謝
意
を
述
べ
会
場
を
後
に
し
た
。

熱い鉄の加工を見守る発見隊と保護者たち

ねじで作ったアクセサリー

YAOKI の無重力実験ハンダごてを使ってバーサライタを製作 力を込めねじの加工機を動かす

小 学 生 親 子 が も の づ く り の
魅 力 に 触 れ る

「 産 業 の ま ち 発 見 隊 」 開 催
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ステッピーの歩行テスト

　
夏
の
暑
さ
も
幾
ら
か
和
ら
い
だ
８
月

24
日
、
25
日
、
大
田
工
業
連
合
会
と
大

田
区
は
、
大
田
区
産
業
プ
ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ

１
階
大
展
示
ホ
ー
ル
に
て
、
親
子
で
楽

し
む
「
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
教
室
」
を
開
催

し
た
。
大
田
区
内
に
在
住
ま
た
は
在
学

す
る
小
学
１
〜
４
年
生
が
対
象
で
、
保

護
者
同
伴
で
各
回
約
１
０
０
組
２
０
０

名
、
合
計
約
４
０
０
名
が
参
加
し
た
。

24
日
朝
の
教
室
開
催
に
あ
た
り
、
当
会

の
吉
崎
彰
事
務
局
長
は
「
大
田
区
は
も

の
づ
く
り
の
町
で
す
。
今
回
の
イ
ベ
ン

ト
が
将
来
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
者
の
誕
生

に
つ
な
が
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
ま
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶

し
た
。

　
同
教
室
で
は
、
芝
浦
工
業
大
学
の
関

連
事
業
法
人
で
あ
る
（
株
）
エ
ス
ア
イ

テ
ッ
ク
が
教
材
と
し
て
製
造
・
販
売
す

る
二
足
歩
行
ロ
ボ
ッ
ト「
ス
テ
ッ
ピ
ー
」

を
教
材
に
使
っ
た
。
同
社
が
講
師
を
務

め
、
芝
浦
工
業
大
学
の
学
生
が
指
導
員

と
し
て
各
班
に
つ
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

　
ス
テ
ッ
ピ
ー
は
組
み
立
て
式
ギ
ア

ボ
ッ
ク
ス
、
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
リ
モ
コ
ン

ボ
ッ
ク
ス
、
ロ
ボ
ッ
ト
本
体
（
筐
体
）

で
構
成
。
組
み
立
て
は
、
ギ
ア
ボ
ッ
ク

ス
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
親
子
は
説
明
書
と

部
品
を
交
互
に
な
が
め
つ
つ
、
慎
重
に

パ
ー
ツ
を
組
み
立
て
た
。ね
じ
を
締
め
、

綿
棒
に
グ
リ
ス
を
付
け
て
塗
布
す
る
な

ど
細
か
い
手
作
業
に
集
中
し
た
。
工
作

に
力
が
い
る
場
面
も
あ
り
、
親
が
部
品

を
抑
え
て
子
供
が
工
具
を
使
う
な
ど
、

協
力
し
て
作
業
を
進
め
た
。

　
昼
休
み
を
挟
み
、
午
後
の
作
業
時
間

に
な
る
と
、
ス
テ
ッ
ピ
ー
を
完
成
さ
せ

る
子
が
ち
ら
ほ
ら
と
現
れ
た
。
子
供
た

ち
は
会
場
後
ろ
の
テ
ス
ト
場
に
ロ
ボ
ッ

ト
を
持
っ
て
行
き
、
歩
行
や
綱
渡
り
な

ど
を
さ
せ
た
。
倒
れ
た
り
う
ま
く
歩
け

な
か
っ
た
り
す
る
と
ま
た
作
業
テ
ー
ブ

ル
に
戻
り
部
品
を
調
整
。
う
ま
く
ス

テ
ッ
ピ
ー
が
歩
き
出
す
と
、
飛
び
跳
ね

て
喜
ぶ
子
も
い
た
。

　
小
学
１
年
生
の
楠
川
拓
未
さ
ん
は
、

ス
テ
ッ
ピ
ー
に
ゴ
ジ
ラ
の
顔
を
付
け
て

完
成
さ
せ
た
。「
組
み
立
て
の
際
に
似

て
い
る
部
品
が
あ
り
紛
ら
わ
し
か
っ

た
」
と
感
想
。
ス
テ
ッ
ピ
ー
ゴ
ジ
ラ
に

な
め
ら
か
な
歩
行
を
さ
せ
る
べ
く
、
テ

ス
ト
場
と
テ
ー
ブ
ル
を
何
往
復
も
し

た
。

　
小
学
４
年
生
の
玉
木
忍
さ
ん
は
「
ギ

ア
ボ
ッ
ク
ス
の
制
作
は
簡
単
だ
っ
た
け

ど
、
ネ
ジ
を
締
め
る
の
に
力
が
必
要
で

大
変
だ
っ
た
」。
元
々
電
子
工
作
好
き

ら
し
く
、
玉
木
さ
ん
の
ス
テ
ッ
ピ
ー
は

ス
ム
ー
ズ
に
歩
行
し

て
い
た
。

　

完
成
す
る
ス
テ
ッ

ピ
ー
が
増
え
て
く
る

と
、
テ
ス
ト
場
を
超
え

て
あ
ち
こ
ち
で
ス
テ
ッ

ピ
ー
の
駆
動
テ
ス
ト
が

行
わ
れ
た
。
大
展
示

ホ
ー
ル
は
シ
ャ
カ
シ
ャ

カ
と
い
う
ス
テ
ッ
ピ
ー

の
駆
動
音
と
子
供
た
ち

の
賑
や
か
さ
に
包
ま
れ

て
い
た
。

福利厚生の充実で、人財確保・人財定着へ
大田区勤労者共済は、公益財団法人大田区産業振興協会が運営する区内中小企業向けの福利厚生サービスです (令和6年8月
1日現在 1,280事業所、3,982人が加入されています ) 。わずかな掛金 (入会金200円、月会費500円 )で、社員の皆さ
んが楽しく、充実した生活を過ごしていただく環境を提供。事業主や社員、そのご家族も一緒に楽しめます。

★今日、若者が仕事を選択する際、「福利厚生が充実していること」を重要視しています。
★心豊かな生活を送ることが、明日の働く力につながります。

当共済サービスを活用して、人財の確保に、人財の定着につなげていきましょう !!
提供サービスの内容 ( 一例 )
・慶弔費の給付 ... 各種祝金 (結婚・出産等 )・祝品 (入学・継続 )、見舞金、弔慰金 
・映画券 ... 1,000円から提供。デジタルチケットもあります。
・食事券 ... 有名ホテルのグルメがお手頃価格 (ホテルグランバッハ 東京銀座 ランチコース 4,840円⇒3,500円 ) 
・入浴券 ... 公衆浴場のセット券やおふろの王様 (大井町店 )が割引価格でご利用可能 
・その他 ... 観劇、コンサート、スポーツ観戦、レジャー施設等の割引券も斡旋しています。
まだまだいっぱいありますよ (^^)/

お問合せ・資料請求 TEL03-3733-6107【大田区産業プラザ（PiO）1階】
受付時間9:00～17:00　月～金曜日 (休祝日・年末年始を除く )

よく働き、
よく遊ぼう!!

親
子
で
楽
し
む
「
ロ
ボ
ッ
ト
作
り
教
室
」
２
０
２
４

親子でロボット作りに集中

ステッピーの綱渡り


